
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年３月１１日                 全国一般神奈川                    第２９８（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
３
月
１
２
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
３
月
１
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
３
月
１
４
日 

１
１
時
４
５
分 

横
浜
市
庁
舎
～ 

２
５
春
闘
神
奈
川
１
日
行
動 

 

●
３
月
１
５
日 

１
６
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
３
月
１
６
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
３
月
１
６
日 

１
２
時 

事
務
所 

ビ
ス
テ
オ
ン
会
議 

ア
セ
ッ
ク
会
議 

●
３
月
１
６
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
３
月
１
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
６
回
担
当
者
会
議 

 

●
３
月
２
２
日 

１
２
時 

新
百
合
ヶ
丘 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

 

●
３
月
２
３
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
６
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
３
月
２
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
３
月
２
８
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
３
月
３
０
日 

１
０
時 

小
田
原
城
址
公
園 

全
国
一
般
神
奈
川
レ
ク 

お
花
見 

  

●
４
月
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
４
月
８
日 

１
０
９
時 

事
務
所 

第
７
回
執
行
委
員
会 

 

組
織
内
学
習
会
で
春
闘
報
告
を
共
有 

各
職
場
で
２
５
春
闘
が
ス

タ
ー
ト
し
、
こ
れ
か
ら
今
春

闘
の
諸
行
動
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
全
国
一
般
は
、
１
月
、

群
馬
県
で
第
３
０
回
各
県
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
全
国

の
仲
間
と
春
闘
方
針
を
確
認

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
神
奈

川
で
は
、
１
月
、
県
共
闘
春

闘
学
習
会
を
開
催
し
、
２
月
、

組
織
内
学
習
会
で
方
針
を
確

認
し
て
き
た
。
組
織
内
学
習

会
で
は
、
１
０
を
超
え
る
職

場
の
春
闘
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
４
０
年
を
超
え
る
蓄

積
の
あ
る
職
場
、
今
年
初
め

て
春
闘
に
取
り
組
む
職
場
、

そ
れ
ぞ
れ
課
題
や
進
め
方
に

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
物
価

高
に
対
応
す
る
賃
上
げ
、
生

活
環
境
を
守
る
こ
と
等
を
ベ

ー
ス
に
、
２
５
春
闘
は
、「
命

と
生
活
を
守
る
春
闘
」
と
し

て
、
全
職
場
で
、
そ
し
て
地

域
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
て
き
た
。
同
時
に

不
当
解
雇
と
闘
う
ビ
ス
テ
オ

ン
の
仲
間
の
支
援
、
早
期
解

決
を
迫
る
行
動
を
今
春
闘
で

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
て

き
た
。 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵

攻
と
戦
争
の
長
期
化
、
米
国

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
の
右
翼
政
党
の

台
頭
は
、
自
国
第
１
主
義
を

掲
げ
、
世
界
の
緊
張
と
対
立

を
よ
り
一
層
深
め
て
い
る
。

世
界
の
不
安
の
高
ま
り
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
穀
物
の
高
騰

に
つ
な
が
り
、
更
に
日
本
の

円
安
政
策
に
よ
る
諸
物
価
の

高
騰
は
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ず
続
い
て
い
る
。
実
質

賃
金
は
下
が
り
続
け
、
労
働

者
、
生
活
者
の
生
活
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
の
賃
上
げ
報
道

や
、
一
部
大
手
民
間
企
業
の

賃
金
ア
ッ
プ
、
ま
た
人
材
確

保
と
称
し
て
、
初
任
給
を
は

じ
め
若
年
層
の
ア
ッ
プ
は
想

定
さ
れ
る
も
の
の
、
圧
倒
的

多
数
の
中
小
企
業
労
働
者
、

非
正
規
労
働
者
に
そ
の
影
響

は
無
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
国
、
自
治
体
の
制
度

の
範
囲
で
収
入
が
限
ら
れ

る
、
医
療
・
介
護
、
保
育
と
い

っ
た
福
祉
職
場
や
教
育
現

場
、
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
禍
で

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
呼
ば
れ
た
職
場
は
、
福
祉

政
策
の
切
り
捨
て
の
中
で
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
更
に
、

神
奈
川
を
中
心
に
最
低
賃
金

水
準
に
張
り
付
い
た
労
働
者

層
が
拡
大
し
、
職
場
の
賃
上

げ
と
共
に
最
賃
の
改
善
が
急

務
で
あ
り
、
賃
上
げ
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
ど
こ
で
も
一

律
時
給
１
５
０
０
円
以
上
が

必
要
だ
。
ま
た
物
価
の
高
騰

命と生活を守る２５春闘を！ 
全ての職場で全国・地域の仲間と連帯して２５春闘を闘おう！ 

に
対
応
で
き
て
い
な
い
年
金

や
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

政
策
で
生
活
し
て
い
る
生
活

者
も
厳
し
い
環
境
に
な
っ
て

い
る
。 

労
働
者
、
生
活
者
一
帯
と

な
っ
た
春
闘
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
あ
ら
ゆ
る
生
活
者
の

命
と
生
活
を
守
る
春
闘
が
必

要
だ
。
職
場
で
、
地
域
で
、
そ

し
て
国
の
政
策
改
善
へ
連
な

る
２
５
春
闘
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
２
５
春
闘
を
、
一
つ

ひ
と
つ
課
題
を
掲
げ
職
場
で

取
り
組
も
う
。
集
会
、
申
し

入
れ
行
動
等
地
域
の
取
り
組

み
に
参
加
し
て
い
こ
う
。
国

会
前
、
経
団
連
前
で
の
春
闘

行
動
に
参
加
し
て
い
こ
う
。 

す
べ
て
の
職
場
で
、
全
国
、

地
域
の
仲
間
と
連
帯
し
て
２

５
春
闘
を
闘
お
う
！ 

 
 
 
 
 
 

（
沢
口
） 

２
月
２
３
日
の
支
部
代
後

Ｌ
プ
ラ
ザ
で
全
国
一
般
神
奈

川
の
２
４
春
闘
学
習
会
が
開

催
さ
れ
た
。 

全
国
一
般
神
奈
川
で
春
闘

を
取
り
組
む
支
部
、
分
会
、

職
場
か
ら
、
要
求
書
の
内
容

や
交
渉
経
緯
、
課
題
に
つ
い

て
の
報
告
・
共
有
が
な
さ
れ

た
。
事
業
内
容
や
形
態
、
職

種
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
自

分
た
ち
の
労
働
条
件
や
職
場

環
境
の
改
善
は
、
使
用
者
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
労
使

対
等
の
立
場
で
の
要
求
、
交

渉
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
べ

き
と
い
う
こ
と
は
共
通
だ
。 

春
闘
は
、
個
別
企
業
・
事

業
体
で
の
交
渉
を
横
に
つ
な

げ
、
連
帯
し
て
労
働
者
、
生

活
者
の
権
利
向
上
を
め
ざ
す

社
会
的
運
動
。
今
回
共
有
し

た
こ
と
も
活
か
し
な
が
ら
闘

い
を
進
め
よ
う
！
（
小
畑
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年３月１１日                  全国一般神奈川                    第２９８号（２） 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
の
不
当
労

申
し
立
て
は
大
詰
め
を
迎
え
、

２
月
１
８
日
に
甲
側
証
人
の
尋

問
が
行
わ
れ
た
。
傍
聴
支
援
は

県
共
闘
を
含
め
１
８
名
。
は
じ

め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
当
該
も

尋
問
で
は
力
強
く
堂
々
と
主
尋

問
・
反
対
尋
問
に
臨
ん
だ
。
今
回

の
事
案
は
、
過
去
２
回
の
争
議

を
得
て
獲
得
し
た
労
使
間
の
信

頼
関
係
を
団
交
拒
否
と
い
う
形

で
反
故
に
し
た
だ
け
で
な
く
、

組
合
か
ら
の
救
済
申
し
立
て
に

対
し
て
、
会
社
解
散
と
い
う
手

段
で
逃
げ
切
ろ
う
と
す
る
悪
質

な
事
例
だ
。
当
該
は
再
就
職
へ

の
不
安
を
煽
り
立
て
て
組
合
活

動
を
弱
体
化
さ
せ
よ
う
と
す
る

会
社
に
対
し
て
ひ
る
む
こ
と
な

く
臨
み
、
再
就
職
を
確
保
し
な

が
ら
争
議
を
継
続
し
て
き
た
。 

会
社
を
解
散
し
て
し
ま
え
ば

雇
用
契
約
が
な
く
な
り
組
合
へ

の
不
当
行
為
を
救
済
す
る
意
味

が
な
い
と
い
う
会
社
の
主
張
が

認
め
ら
れ
れ
ば
、
組
合
を
嫌
悪
す

る
会
社
に
よ
る
偽
装
解
散
的
な

逃
げ
道
が
ま
か
り
通
る
こ
と
に

な
る
。
会
社
が
な
く
な
っ
て
も
組

合
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為
へ

の
責
任
は
、
清
算
人
（
社
長
）
に

履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
闘
い
は
、
地
域
合
同
労
組
と

し
て
異
な
っ
た
職
種
の
仲
間
が

団
結
し
て
い
る
組
合
の
存
在
意

義
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
当
該

を
支
え
続
け
勝
利
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
清
水
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。 

（
八
木
） 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
証
人
尋
問
で 

会
社
側
の
不
当
性
が
明
ら
か
に 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
か
ら
３
年
が
過
ぎ
る

２
月
２
４
日
の
月
曜
日

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和

を
！
核
兵
器
を
つ
か
う

な
、
原
発
に
手
を
出
す
な
」

２
・
２
４
集
会
と
デ
モ
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

集
会
前
段
で
の
プ
レ
ラ

イ
ブ
で
反
戦
平
和
の
声
を

歌
に
載
せ
６
０
０
名
の
参

加
者
の
想
い
は
一
つ
と
な

り
集
会
は
開
始
さ
れ
ま
し

た
。 開

会
あ
い
さ
つ
に
立
っ

春のお花見会のお知らせ 

  

 

日時  ３月 30 日（日） １０：００～１４：００位 

場所  小田原城址公園にて 

会費  無料 

※組合で多少の飲物とおつまみは用意いたします。後は、

現地の会場に食堂や売店がありますので各自でお好きな

物をご購入下さい。 

※ＪＲ小田原駅のＪＲ改札前 ９：４５に集合！ 
連絡先：佐藤 携帯 ０９０－９８１０－０５８２ 

瀧山 携帯 ０８０－１１９９－０２３３ 

  

全国一般神奈川 レクレーション企画 

ウクライナに平和を!  
日比谷野音集会参加報告 

組
合
は
昨
年
１
０
月
、
誠
知
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
以
下
：
法
人
）
に
賃

上
げ
他
の
団
体
交
渉
を
申
入
れ
、

以
降
、
交
渉
を
重
ね
た
が
、
経
営

権
を
理
由
に
団
交
が
進
ま
ず
２

月
１
９
日
、
労
働
委
員
会
に
団
交

促
進
の
あ
っ
せ
ん
を
申
請
し
た
。 

看
護
師
の
Ａ
さ
ん
は
、
厚
労
省

の
「
診
療
報
酬
改
定
と
賃
上
げ
に

つ
い
て
」
を
根
拠
に
、
職
場
労
働

者
３
２
名
の
署
名
を
集
め
、
法
人

に
対
し
賃
上
げ
を
要
求
し
た
。
し

か
し
、
法
人
側
は
ゼ
ロ
回
答
ど
こ

ろ
か
、
受
け
取
り
を
拒
否
、
要
求

す
ら
無
き
も
の
と
し
て
扱
っ
た
。

Ａ
さ
ん
は
労
働
相
談
を
経
て
組

合
加
入
、
要
求
実
現
に
向
け
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
る
。 

 

組
合
要
求
は
「
厚
労
省
の
制
度

を
使
っ
て
賃
上
げ
を
行
え
」「
制

度
が
あ
る
う
ち
は
、
賃
上
げ
が
で

き
る
だ
ろ
う
」
こ
れ
に
対
し
法
人

は
「
い
つ
無
く
な
る
か
わ
か
ら
な

い
制
度
は
使
え
な
い
」「
経
営
権

の
問
題
だ
」
と
し
て
、
事
実
上
団

交
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。 

４
回
の
交
渉
で
厚
労
省
の
賃

上
げ
の
た
め
の
制
度
利
用
が
焦

点
と
な
っ
て
き
た
が
、
法
人
側

は
、
制
度
を
使
わ
な
い
・
使
え
な

い
理
由
を
組
合
に
示
し
て
い
な

い
、「
経
営
権
だ
」
の
一
点
張
り
で

あ
る
。
労
働
委
員
会
も
利
用
し
な

が
ら
組
合
要
求
を
勝
ち
取
っ
て

い
き
た
い
。
皆
さ
ん
、
ご
支
援
・

ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

（
特
別
執
行
委
員  

小
内
） 

た
共
同
代
表
は
、
ア
メ
リ

カ
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
一

挙
一
動
に
こ
れ
ま
で
作
り

上
げ
て
き
た
協
調
や
秩
序

は
混
迷
を
ふ
か
め
て
い

る
。
ま
た
、
破
綻
し
て
い
る

原
子
力
政
策
に
も
終
止
符

を
打
と
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
壇
上
に
は
多
く
の

方
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
の

中
で
、
原
発
を
攻
撃
対
象

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
前
提
は
崩
れ
、
日
本
の

原
発
も
例
外
で
は
な
い
こ

と
。
さ
ら
に
、
昨
年
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
日

本
被
団
協
の
田
中
重
光
さ

ん
の
「
核
兵
器
と
人
類
は

共
存
で
き
ま
せ
ん
」
と
い

う
発
言
が
紹
介
さ
れ
大
き

な
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。

集
会
最
後
、
閉
会
の
言
葉

で
は
、
暴
力
や
虐
殺
、
排
除

の
思
想
と
闘
い
、
乗
り
越

え
な
が
ら
平
和
へ
の
声
を

上
げ
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。 多

く
の
方
の
発
言
を
聞

誠
知
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
賃
上
げ
を
実
施
し
ろ
！ 

県
労
委
へ
あ
っ
せ
ん
申
請 

 

 

き
、
戦
争
に
は
ル
ー
ル
は

な
い
、
死
傷
者
、
避
難
民
の

状
況
を
聞
く
た
び
に
戦
争

は
残
酷
だ
と
再
認
識
し
た

集
会
で
し
た
。 

そ
の
後
参
加
者
は
、
日

比
谷
公
園
を
出
発
し
、
東

京
電
力
本
社
前
・
銀
座
を

通
り
、
東
京
駅
近
く
の
鍛

冶
橋
駐
車
場
ま
で
、
さ
よ

う
な
ら
原
発
、
戦
争
は
許

さ
な
い
と
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
デ
モ
は
終
了
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 

（
佐
藤
） 

 

連
帯
挨
拶
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者 

外
資
系
企
業
で
あ
る
、
ア
セ
ッ
ク

（
株
）
と
は
一
昨
年
夏
よ
り
、
団
体

交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
発
端

は
、
➀
前
年
に
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
を

告
発
し
た
が
、
逆
に
報
告
し
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
法
律
に
定
め
ら

れ
た
範
囲
を
超
え
た
減
給
処
分
を

受
け
た
。
➁
今
年
賃
金
引
下
げ
が
予

告
さ
れ
て
い
る
、
の
２
点
で
し
た
。 

団
交
を
重
ね
る
な
か
で
、
会
社
は

➀
に
関
し
て
は
、「
告
発
を
懈
怠
（
け

た
い
）
し
た
当
の
理
由
で
戒
告
処
分

に
変
更
」
と
し
ま
し
た
。
組
合
は
「
懈

怠
は
し
て
い
な
い
。
告
発
弾
劾
を
し

て
い
る
」
と
し
て
、
戒
告
撤
回
の
交

渉
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
➁
に
関
し

て
は
減
給
な
し
、
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
残
業
代
未
払
い
に
関
し
、
全
社

員
対
象
に
、
過
去
３
年
分
の
遅
延
損

害
金
を
含
め
た
全
額
支
払
い
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
問
題
は

未
解
決
の
ま
ま
で
会
社
は
企
業
体

質
の
近
代
化
、
国
際
水
準
ク
リ
ア

を
迫
ら
れ
て
お
り
、
就
業
規
則
改

定
案
を
組
合
に
提
示
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
世
間
一
般
に
あ

り
が
ち
な
就
業
規
則
に
過
ぎ
ず
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
体
質
に
象

徴
的
な
企
業
体
質
を
改
善
に
向
か

わ
せ
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
組
合
は
提
示
さ
れ
た
就
業

規
則
案
に
対
し
て
、
全
面
的
に
改

正
す
る
方
向
で
、
団
体
交
渉
を
し

て
い
ま
す
。 

春
闘
に
関
し
て
は
、
賃
金
改
定

が
７
月
な
の
で
少
々
遅
れ
て
い
ま

す
が
、
昨
春
闘
で
の
未
解
決
課
題

が
継
続
協
議
中
で
あ
り
、
要
求
案

を
現
在
作
成
中
で
す
。 

（
佐
藤
） 

ア
セ
ッ
ク 

団
交
の
成
果
は
あ
り
つ
つ
も
、

更
に
企
業
体
質
の
改
善
に
向
け
て 


